
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚木市の教育を取り巻く現状 
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１ 人口の動向 

(1) 将来人口推計 

全国の総人口が減少することが見込まれる中、本市の人口も今後減少する

ことが見込まれています。また、年少人口（０～14 歳）の割合についても全

国、本市いずれも減少することが見込まれています。 

今後、本格的な人口減少や少子高齢化の更なる進展が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市「第２期厚木市まち・ひと・しごと創生 人口ビジョン・総合戦略 

（令和３（2021）年）」 

 

40年間で約 30％弱減少の見込み 

全人口のうち老年人口の割合が増加 
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２ 学校教育環境の変化 

(1) 児童・生徒及び学級数将来推計 

近年、児童・生徒数はいずれも減少傾向にあり、文部科学省による学校基

本調査（令和６（2024）年度速報値）結果では、過去最少となりました。 

本市の児童・生徒数も減少傾向となり、今後も引き続き減少することが見

込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市教育委員会教育総務課作成資料 

厚木市の児童・生徒及び学級数将来推計 

（令和６（2024）年５月１日児童・生徒数に基づく） 

  

児童数は、９年間で約 22％減少の見込み 

生徒数は、９年間で約 24％減少の見込み 
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(2) 特別支援学級の児童・生徒数及び学級数の推移 

文部科学省による調査では、10 年間（平成 24（2012）年～令和４（2022）

年）で義務教育段階の児童・生徒数は１割減少する一方で、特別支援教育を

受ける児童・生徒数は倍増しています。 

本市の特別支援学級の児童・生徒数についても増加が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省「特別支援教育の充実について（令和３（2021）年）」 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市「統計あつぎ（各年）」 

  

（人） 

児童・生徒数は 10 年間で約２倍増加 
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(3) 外国籍の児童・生徒数の推移 

全国における日本語指導を必要とする外国籍の児童・生徒数は増加してい

ます。本市においても外国籍の児童・生徒数は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省「令和５年度日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調

査結果について（令和６（2024）年）」 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

出典：厚木市「統計あつぎ（各年）」 

  

児童・生徒数は 10 年間で約 1.5 倍増加 

（人） 
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(4) 教職員の時間外勤務 

本市の市立小・中学校における教職員の月平均の時間外勤務は、小・中学

校ともに長時間にわたっている状況が継続しています。 

近年、小学校では減少傾向にありますが、中学校ではほぼ横ばいで推移し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市教育委員会教育総務課作成資料  

【小学校（月平均）】 

（時間） 

（時間） 

【中学校（月平均）】 
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(5) 学校施設の現状 

現在、市内には市立小学校 23 校、市立中学校 13 校の合計 36 校（155 棟）

が整備されています。 

令和７（2025）年時点で、155 棟のうち 64％が築 40 年以上経過しており、

計画的な維持・管理、長寿命化改修、再整備が必要な状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市教育委員会教育総務課作成資料 

 

  

17%

47%

20%

8%

8%

建物（棟）の築年数

50年以上 40年～49年 30年～39年 20年～29年 19年以下

64％の建物が築 40 年以上 
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(6) ＩＣＴ環境の整備・活用状況 

本市のＩＣＴ環境の整備状況の結果は、全国及び神奈川県の平均値と比

較し、同程度の割合です。 

 

※１ インターネット接続（１Gbps 以上）を整備している学校の総数を、学校の総数か
らLTE等を用いて主として教育用に使用している学校を除いた数で除して算出した
割合 

※２ プロジェクタ、デジタルテレビ、電子黒板のこと 
※３ 校務用コンピュータの総数を教員の総数で除して算出した値のこと 
※４ 統合型校務支援システムを整備している学校の総数を学校の総数で除して算出

した値のこと 

 

学校授業では、児童・生徒用タブレット端末（ＧＩＧＡスクール端末）の

活用が進んでいます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市教育委員会「令和５年度 ＧＩＧＡスクール端末利用に関するアンケー

ト結果（令和６（2024）年）」 

指標 厚木市 神奈川県 全国 

教育用 PC１台当たりの児童・生徒数 0.9 人/台 0.9 人/台 0.9 人/台 

普通教室の無線 LAN 整備率 98.9％ 97.6％ 97.8％ 

インターネット接続率（100Mbps 以上）※１ 100.0％ 99.9％ 98.0％ 

普通教室の大型提示装置※２整備率 87.3％ 87.2％ 88.6％ 

教員の校務用 PC 整備率※３ 117.7％ 122.8％ 126.7％ 

統合型校務支援システム整備率※４ 100.0％ 93.4％ 86.8％ 

出典：文部科学省「令和５年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結

果（令和６（2024）年）」 
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３ 子どもの状況の変化 

(1) 全国学力・学習状況調査 

ア 教科（国語、算数・数学）に関する調査結果 

本市の児童・生徒の平均正答数・平均正答率は、全教科とも、全国公立

学校の平均値と大きな差は見られません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市教育委員会「令和６年度全国学力・学習状況調査に係る厚木市立小・中

学校の調査結果について（令和６（2024）年）」 
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イ 児童・生徒質問調査の結果 

ウェルビーイングや他者と協調して生きていくための力、協働的な学

びに関する設問について、全国平均値と大きな差は見られません。 

学校の授業時間以外の学習時間について、児童・生徒ともに全国平均と

比較し、高い水準です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：厚木市教育委員会「令和６年度全国学力・学習状況調査に係る厚木市立小・中学校の

調査結果について（令和６（2024）年）」 
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(2) 全国体力・運動能力調査結果 

本市の体力合計得点※の結果は、全国と比較し、小学校男女、中学校男女

ともに低い水準です。 

※握力や上体起こしなど８種目の合計得点。 

 

【体力合計得点】 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：スポーツ庁「令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果（令和５（2023）

年）」を基に、厚木市教育委員会教育指導課作成資料 

 

  

（点） （点） 

（点） （点） 
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(3) 児童・生徒の問題行動等の諸問題に関する調査結果 

ア 暴力行為の発生率（児童・生徒 1,000 人当たりの発生件数） 

本市の暴力行為の発生率について、児童・生徒ともに、近年、減少傾向

にありましたが、令和５年度は増加に転じています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       
イ いじめの認知率（児童・生徒 1,000 人当たりの認知件数） 

本市のいじめの認知率について、小学校では全国や神奈川県と比較し、

高い水準で推移しています。中学校では全国や神奈川県と比較し、近年、

低い水準です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校】 

【中学校】 

【小学校】 

【中学校】 

（％） 

（％） 

（％） 

（％） 
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ウ 不登校児童・生徒数の割合（児童・生徒総数に占める不登校児童・生徒

数※の割合） 

不登校児童・生徒数の割合について、小学校と比較し、中学校で高い割

合です。 

中学校では、全国、神奈川県及び本市のいずれも高い水準で推移してい

ます。 

※年度間に連続又は断続して３０日以上欠席した児童・生徒のうち不登校を理由

とする者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省「令和５年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に

関する調査結果（令和５（2023）年）」を基に、厚木市教育委員会教育指導課・

青少年教育相談センター作成資料 

  

【小学校】 

【中学校】 

（％） 

（％） 
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４ 地域交流と生涯学習の変化 

(1) 地域コミュニティ機能と家庭教育の重要性 

共働き家庭の増加や地域のつながりの希薄化など、家庭を取り巻く環境が

変化しています。 

乳幼児及び小・中学生等の保護者などを対象に実施した家庭教育に必要な

情報を提供するための講演会で行ったアンケート調査の家庭教育への有効

度は、高い水準で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市こども育成課作成資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市市民協働推進課作成資料 

 

 
就学児保護者のうち、母親の約 75％、

父親の約 93％が就労 
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(2) 生涯学習（輝き厚木塾※）の参加者数 

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２（2020）年度は低い水準

となりましたが、令和５（2023）年度はコロナ禍前の水準に戻ってきました。 

※市民が趣味や仕事で得た知識や経験を、他の市民に教える講座。市民講師が自ら企
画し、運営する自主的な学びの場 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

出典：厚木市生涯学習課作成資料 

 

 (3) 文化活動の実施状況 

   文化芸術活動の推進を測る指標として定めている、あつぎ市民芸術文化

祭（野外彫刻造形展・市民文化祭・市民芸術祭・あつぎミュージックフェス

ティバル）の参加者（出展者）は、例年、目標値に対しおおむね達成に近い

数値でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２（2020）年

度及び令和３（2021）年度は事業が中止となりました。 

   

 

  

  

 

 

  

  

 

 

 

  

 

出典：厚木市文化魅力創造課作成資料 
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 (4) スポーツ活動の実施状況 

16 歳以上 79 歳以下の市民のスポーツ実施率について、前回調査（平成 25

（2013）年度）と比較し、「週に１回以上行っている」が上昇するとともに、

「ほとんど行っていない」が減少し、全体としてスポーツ実施率が向上して

います。 
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出典：厚木市スポーツ魅力創造課作成資料 

 

５ 未来を見据えた課題 

 (1) 幼保小連携 

小学校の生活科の創設やスタートカリキュラムの編成・実施、幼保小間で

の交流行事などの取組が進みつつあるものの、形式的な連携にとどまるので

はないかといった課題が挙げられます。 

学びの連続性を踏まえて幼保小連携（幼稚園、保育所、小学校）の関係者

が連携し、こどもの発達にとって重要な遊びを通した質の高い幼児教育・保

育を保障しながら、幼児教育・保育と小学校教育の円滑な接続を図る必要が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 
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６ 市民意識の把握 

(1) 市民実感度調査 

令和５（2023）年度に実施した厚木市民実感度調査は、市内在住の 18 歳

以上の男女 5,000 人を対象に実感度※１と重要度※２の調査を行い、次の結果

が得られました。 

※１ 市のまちづくりの取組状況に対する現在の実感 

※２ それぞれの取組の今後の重要度 

 

ア 実感度（「そう思う」と「ややそう思う」の合計）） 

実感度について、各項目おおむね 30～40％の実感度で、「運動・スポー

ツ活動の機会の提供」が高い割合です。 

１～14 項目の平均は全体平均と比較し、低い割合です。 

No. 質問項目 割合(％)

学校教育の充実について 

１ 子どもたちが自ら課題に取り組む意欲をもっている。 33.9 

２ 教職員研修や各種支援員の配置など、子どもたちを育てるため

の支援体制が充実している 
31.7 

３ 安全な教育環境の整備が進められている 43.1 

４ 人権教育やインクルーシブ教育の推進により、子どもたちが安

心して共に学べる取組が進められている 
32.3 

地域での学びを支える社会教育と生涯学習の推進について 

５ 地域のニーズを踏まえた社会教育の取組が進められている 32.0 

６ 家庭・地域・学校の協働が推進されている 34.4 

７ 生涯学習活動の支援や誰もが気軽に活動できる学習環境の整

備が進められている 
35.6 

８ 青少年健全育成会、子ども会活動など、青少年の健全育成の取

組が進められている 
36.2 

文化芸術の振興について 

９ 文化芸術に親しむ機会が提供されている 41.7 

10 郷土文化の継承と発展が進められている 36.7 

11 あつぎ郷土博物館の取組が進められている 38.3 

生涯スポーツの振興について 

12 運動・スポーツ活動の機会が提供されている 51.9 

13 スポーツ教室の開催や指導者の育成など、競技力を向上するた

めの取組が充実している 
35.9 

14 スポーツ施設が充実している 40.1 

１～14 項目の平均 37.4 

（参考）全体平均 40.1 
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イ 重要度（「重要である」と「やや重要である」の合計）） 

重要度について、全体平均と比較し、「学校教育の充実について」の割

合が高く、「文化芸術の振興について」の割合は低いです。 

１～14 項目の平均は全体平均と比較し、6.5％低い割合です。 

 

No. 質問項目 割合(％)

学校教育の充実について 

１ 子どもたちが自ら課題に取り組む意欲をもっている。 87.6 

２ 教職員研修や各種支援員の配置など、子どもたちを育てるため

の支援体制が充実している 
86.1 

３ 安全な教育環境の整備が進められている 86.5 

４ 人権教育やインクルーシブ教育の推進により、子どもたちが安

心して共に学べる取組が進められている 
83.2 

地域での学びを支える社会教育と生涯学習の推進について 

５ 地域のニーズを踏まえた社会教育の取組が進められている 75.3 

６ 家庭・地域・学校の協働が推進されている 78.1 

７ 生涯学習活動の支援や誰もが気軽に活動できる学習環境の整

備が進められている 
76.9 

８ 青少年健全育成会、子ども会活動など、青少年の健全育成の取

組が進められている 
73.7 

文化芸術の振興について 

９ 文化芸術に親しむ機会が提供されている 61.6 

10 郷土文化の継承と発展が進められている 59.5 

11 あつぎ郷土博物館の取組が進められている 54.8 

生涯スポーツの振興について 

12 運動・スポーツ活動の機会が提供されている 76.1 

13 スポーツ教室の開催や指導者の育成など、競技力を向上するた

めの取組が充実している 
67.2 

14 スポーツ施設が充実している 73.5 

１～14 項目の平均 74.3 

（参考）全体平均 80.8 

 

出典：厚木市「令和５年度 厚木市民実感度調査報告書（令和６（2024）年）」 
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(2) 市民意識調査 

令和５（2023）年度に実施した厚木市民意識調査は、市内在住の 18 歳以

上の男女 6,000 人を対象に調査を行い、次の結果が得られました。 

 

ア 【設問】現在の教育において、どのような取組が重要か。 

「いじめ、暴力行為などの対応（22.8％）」を重要と考えている市民の

割合が最も多く、次いで「家庭・学校・地域との連携に向けた取組

（15.5％）」、「教員の働き方改革に向けた取組（15.2％）」と続いています。 

 

   

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年変化】 
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イ 【設問】文化芸術活動をより充実させるために、どのような取組が必要

か。 

「活動を担う人・支える人の発掘及び支援（31.5％）」を重要と考えて

いる市民の割合が最も多く、次いで「活動への参加や鑑賞に関する情報提

供（27.0％）」、「文化会館での鑑賞機会の充実（26.6％）」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年変化】 
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  ウ 【設問】今後、どのようなスポーツイベントを開催してほしいか。 

「スポーツ観戦（37.5％）」できるイベントを開催してほしいと考える

市民の割合が最も多く、次いで「個人のレベルに合わせた教室（30.8％）」、

「参加・体験型（30.6％）」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市「令和５年度 厚木市民意識調査報告書（令和６（2024）年）」 

【経年変化】 
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７ その他（教育関係予算について） 

市の教育費に係る経費については、令和５年度決算ベースでは、95.4 億円

になっており、市全体の決算額の約 9.4％程度になります。 

目的別に分類すると、全体の 39.3％が社会福祉サービスなどの民生費に使

われ、次いで衛生費（13.9％）、総務費（13.0％）、土木費（11.3％）、教育費

（9.4％）の順に多くのお金が使われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



22 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚木市「あつぎの財政状況（令和６（2024）年度）」 


